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まちづくり推進組織の会議記録 
 

会議の名称 平成１７年度第２回かごしままちづくり会議 

開 催 日 時 平成１７年５月３０日（月）１５：００～１６：００ 

開 催 場 所 マリンピア喜入八幡温泉保養館２階第１会議室 

出 席 者 委員１３名、市職員４名 

（委 員） 宮廻会長、津曲副会長、西園委員、萩原委員、今別府委員、四元委員、槐島委員、

岩元委員、岡本委員、中迎委員、奈良迫委員、野口委員、新地委員 

（市職員） 宇治野企画部参事、中薗企画調整課主幹、その他関係職員 

傍 聴 者 数 ０名 

事 務 局 鹿児島市企画部企画調整課 

会 次 第 １ 開 会 

２ 報 告 

（１）平成１７年度第１回かごしままちづくり会議における意見等の検討状況に

ついて 

（２）平成１６年度第２回地域まちづくり会議における意見等の検討状況につい

て（全市的事項） 

（３）平成１７年度第１回地域まちづくり会議について 

３ 協 議 

（１）合併後の本市のまちづくりについて 

４ その他 

５ 閉 会 

 

会議の概要 １ 開 会 

２ 報 告 

（１）平成１７年度第１回かごしままちづくり会議における意見等の検討状況に

ついて 

 ○ 事務局から、平成１７年度第１回かごしままちづくり会議における意見等

の検討状況について説明。 

（２）平成１６年度第２回地域まちづくり会議における意見等の検討状況につい

て（全市的な事項） 

 ○ 事務局から、平成１６年度第２回地域まちづくり会議における意見等の検

討状況について（全市的な事項）説明。 

（３）平成１７年度第１回地域まちづくり会議について 

 ○ 事務局から、平成１７年度第１回地域まちづくり会議について説明。 

 ○ 委員から、喜入地域まちづくり会議の転入・転出等の異動情報を集落長等

へ提供してほしいとの意見については、個人情報保護の関係があるとの説明

がなされているが、町内会等の未加入者対策に関することなので検討方をお

願いしたい旨の補足説明あり。 
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３ 協 議 

（１）合併後の本市のまちづくりについて 

 ○ 委員から、喜入地域の視察によってリュウキュウコウガイ自生地などを知

ることができた。このように他の地域についてはわからないことも多いの

で、コミュニティの目線でコミュニティの中の宝物をもっと輝かせるような

アイディアをコミュニティから出してもらい、それを輝かせるまちづくりを

行ってほしいので、前回発言した意見の調査・検討を是非お願いしたい旨の

意見あり。 

 ○ 会長から、地域まちづくり会議においても、そのような意見が出てくるこ

とが期待できるか発言あり。 

○ 委員から、私は期待できるのではないかと思っているし、期待に応えなけ

ればいけないと思う。これまでは、合併に伴う手続きを含めたサービスの変

更による戸惑いに対する意見が出てきているが、もう少し時間はかかるが提

言を行えるようにしていきたいと考えている旨の発言あり。 

○ 会長から、各地域まちづくり会議の会長におかれては、地域の目線からま

ちづくりに関するアイディアが出てくるようなことを念頭におかれて会議

運営を行ってくださるようお願いしたい旨の発言あり。 

○ 委員から、旧５町域に限らず、旧鹿児島市域でもそのような動きが出てく

ることを期待したい旨の発言あり。 

○ 委員から、これまで喜入地域は通過するだけで現場を見るのは実質的に初

めてであり、いろいろな発見をすることができた。やはり、情報発信、情報

提供というのはまちづくり会議では大事なことだと思う。先ほどコミュニテ

ィの話が出ていたが、旧５町域の町内会等はどのような活動等を行っている

か質問あり。 

 ○ 委員から、郡山地域では、コミュニティの基本単位としては町内会に当た

る自治会が２８ある。活動は、道路や河川の清掃、敬老会の開催、あいご活

動、郷土芸能保存など様々な活動を行っている。合併後補助金が削減され財

政的にも厳しくなっているが、活動を縮小しながら対応している。合併を機

にコミュニティ組織はある意味で岐路に立っている感じがする旨の発言あ

り。 

 ○ 委員から、コミュニティの基本は町内会であるが、町内会は任意団体であ

り、数世帯から何千世帯で設立されているところもある。元々町内会という

のは隣近所との付き合いであり、お互いに助け合えるということが成り立た

ないと必要がない。町内会に加入しないのは、以前から加入するメリットが

ないということが言われており、また、運営する役員のなり手がいないとい

う状況もある旨の発言あり。 

 ○ 委員から、交通計画については、１０年後、２０年後を見越した方向性が

あってもいいのではないか。渋滞や環境問題をはじめ、将来の高齢化社会な

どを考えると、鹿児島市が持続的に発展するためには、車社会をある程度抑
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制しながら、公共交通を発展させた方がいいと思う。だから、もっと公共交

通同士を網の目のように整備し、車を使わないで公共交通が使えるような環

境を作るといった方向性を出していけばいいのではないかとの発言あり。 

 ○ 委員から、公共交通は重要であり、パークアンドライドなどの試みがなさ

れているが、一方では、バス事業者の抱えている経営的な問題など難しい問

題があると思う。公共交通網については、再構築しないといけないと思う旨

の発言あり。 

 ○ 委員から、合併により水際線が増え、桜島一周を含めれば１００キロ近く

あると思う。旧鹿児島市では約３０キロの水際線の中で堤防がないところは

数百メートルしかない。港湾に関しては国や県の所管であったりするが、こ

の水際線については見直しをしていく必要があるのではないかとの発言あ

り。 

 ○ 委員から、先ほど交通に関する発言があったが、喜入地域や郡山地域など

は幹線道路が片側一車線しかなく、そこに通勤の車や建設・流通などのトラ

ックなどすべての車が集中しており、地域では幹線道路をもう一本作ってほ

しいとの要望もある。理想的なバス交通を主体とした公共交通の整備はよく

わかるが、それ以前の問題だと思うので、地域の実情や特性も踏まえた上で

考えないといけないと思う旨の発言あり。 

 ○ 委員から、５地域の基幹産業は農業であり、農業の活性化がこれからの大

きなテーマだと思う。新たな視点で鹿児島市全体の農業について考える必要

がある旨の発言あり。 

 ○ 委員から、生見海水浴場の整備は砂の流出など県との関係もあるが、シャ

ワー室や表示看板の整備など少しずつ改善を行い、人が呼び込める場所にし

てほしい。そうすることによって、喜入地域は遠いという意識も取り除かれ、

親しみが湧いてくるのではないかとの発言あり。 

○ 委員から、生見海水浴場については、新市まちづくり計画において整備の

検討が記載されており、リュウキュウコウガイの自生地とあわせて整備の検

討を希望しているところである旨の発言あり。 

○ 委員から、喜入地域には青海苔やトコロテンなど素晴らしいものがあり、

小さなことだが情報発信をしていけば販路も広がってくるのではないか。石

油基地があるが水質的には問題はないのかとの発言あり。 

○ 委員から、石油基地では安全操業に一番力を入れており問題はないと思う

旨の発言あり。 

○ 委員から、合併に伴い豊富な農業を有することになったので、鹿児島市の

農業戦略を作るべきではないか。どのマーケットをターゲットとし、どのよ

うな流通を行っていくのかなど、現在どのように考えているのか示して欲し

い旨の発言あり。 

 ○ 会長から、ＪＡとの関係や商品ごとにその戦略に違ってくることになると

思うが、新市として今後農業をどのようにしていくかということを考える必
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要がある旨の発言あり。 

○ 委員から、例えば喜入地域は指宿農協との関係があるなど、流通を含めて

専門的に協議する必要があると思うので、そのような実情を含めて検討をし

ていただきたい旨の発言あり。 

４ その他 

 ○ 会長から、次回は７月２５日（月）午後開催予定である旨の説明あり。 

５ 閉 会 

 


